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市
道
1-302

号

市道 1-333 号

静間橋

北 　 畑

事
業
の
目
的

【
市
街
地
都
市
交
通
の
利
便
性

強
化
】

　

市
街
地
西
側
の
長
峰
丘
陵
地

（
城
南
中
学
校
東
側
）
に
は
、
都

市
交
通
網
の
拡
充
を
図
る
た
め
、

南
北
に
わ
た
る
道
路
が
必
要
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
新
幹
線
飯
山
駅
の
西
口

広
場
な
ら
び
に
新
設
さ
れ
る
都
市

計
画
道
路
「
斑
尾
線
」
の
整
備
に

併
せ
て
道
路
整
備
を
行
い
、
都
市

交
通
の
利
便
性
強
化
を
図
り
ま

す
。

【
静
間
地
域
に
お
け
る
土
地
利

用
の
増
進
】

　

道
路
網
の
拡
充
に
よ
り
、
静

間
地
域
を
中
心
と
し
た
居
住
者
の

生
活
環
境
の
向
上
や
周
辺
地
域
の

土
地
利
用
の
増
進
が
期
待
さ
れ
ま

す
。整

備
の
概
要

①
整
備
か
所（
計
画
平
面
図
参
照
）

　
・
南
側
（
北
畑
地
区
）
市
道
１

　

―

３
０
２
号
交
差
点
を
起
点

―新幹線飯山駅開業による
　　新しいまちづくりを目指して―

　新設市道「静間線」整備事業

　
に
、・
北
側
（
新
町
地
区
）
市

　

道
１―

３
３
３
号
に
接
道
を
す

　
る
間
。

②
主
な
整
備
内
容

　

総
延
長　

約
１
㍃
メ
ー
ト
ル

○
市
道
１―

５
６
１
号

　

幅
員　

10
メ
ー
ト
ル

　
（
片
歩
道
３
メ
ー
ト
ル
）

○
市
道
１―

５
６
２
号

　

幅
員　
６
メ
ー
ト
ル

　
整
備
計
画
の
主
な
特
徴

　

長
野
県
公
安
委
員
会
の
指
導

　市では、平成 27 年春の新幹線飯山駅開業に併せ、周辺地域の拠
点となる駅への円滑な交通体系を実現するため、新たに市道「静間線」

（通称）の建設を平成 25 年から着手する予定としており、現在関係
する地権者の皆さんや該当区の皆さんとの協議を進めています。
　今後も関係する皆さんとの協議等を深め、より良いまちづくりの
推進を行います。市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　事業の概要についてお知らせします。

を
い
た
だ
き
、
既
存
道
路
の
状
況

等
を
踏
ま
え
た
道
路
計
画
と
し
て

い
ま
す
。

【
起
点
（
北
畑
地
区
）】

　

既
存
道
路
市
道
１―

３
０
２
号

と
２―

１
０
３
号
と
の
最
良
の
交

差
状
況
を
考
慮
し
、
交
差
点
の
変

更
を
し
ま
す
。

【
中
間
点
（
金
山
地
区
）】

　

本
道
の
勾
配
は
、
ほ
ぼ
平
ら
な

１・５
㌫
程
。
沿
道
に
は
、
将
来

住
宅
地
と
な
り
得
る
よ
う
本
線

終点（新町地区）

起点（北畑地区）

中間点（金山地区）
市営住宅金山団地

至　
西
回
り
線

至　西口広場

JR飯山線
JR飯山線

等
を
計
画
し
て
お
り
、
今
回
の
事

業
に
併
せ
て
市
営
住
宅
の
改
築
も

計
画
し
て
い
ま
す
。
冬
期
間
は
、

機
械
除
雪
に
よ
る
通
行
確
保
を

考
え
て
い
ま
す
。

【
終
点
（
新
町
地
区
）】

　

急
勾
配
、
変
則
交
差
点
の
解

消
を
図
る
た
め
取
付
道
路
の
改
良

を
行
い
、
現
行
の
急
勾
配
市
道
に

つ
い
て
は
、
歩
道
に
階
段
を
確
保

し
歩
行
者
の
安
全
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
交
差
点
付
近
に
は
消
雪
施

設
の
設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

　平成 24 年度　関係者等との協議
　平成 25 年度　非居住地か所の道路築造および
　　　　　　　　沿道住宅地の造成
　平成 26 年度　既存居住地か所の道路築造および
　　　　　　　　消雪施設等の改修
　平成 27 年度　供用開始

整備スケジュール「静間線」整備事業計画平面図

城南中学校
新設「駅西線」
総合学習センター
新幹線飯山駅
「（仮）飯山ぷらざ」
新設「斑尾線」飯山赤十字病院

飯山高校

新設「静間線」

【下拡大図】
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―新幹線時代に向けたまちづくりを―

都市計画区域の拡大
　静間地域への「都市計画区域の拡大」については、都市計
画法の手続きを経て、平成 25 年 2 月 4 日に告示（決定）が
されました。概略についてお知らせします。

区
域
拡
大
の
必
要
性

　

県
お
よ
び
市
で
は
、
都
市
計
画

法
に
基
づ
き
「
人
口
や
宅
地
化
、

建
築
動
向
等
を
踏
ま
え
た
本
市
の

現
状
」
か
ら
、

①
都
市
化
が
見
ら
れ
る
地
域

②
今
後
、
都
市
化
が
進
む
と
思
わ

　
れ
る
地
域

③
現
都
市
計
画
区
域
と
実
質
上
一

　

体
的
な
都
市
と
し
て
整
合
を
図

　
る
べ
き
地
域

に
つ
い
て
、
今
回
都
市
計
画
区
域

の
拡
大
を
行
い
ま
し
た
。

　

区
域
内
で
は
、
都
市
化
計
画

法
や
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
、
建

築
物
等
の
建
築
に
一
定
の
ル
ー
ル

を
定
め
、
ま
ち
並
を
整
え
る
と
と

も
に
、
住
環
境
の
保
全
、
災
害
な

ど
に
も
対
応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

が
可
能
と
な
り
、
無
秩
序
な
開
発

が
防
げ
ま
す
。

拡
大
区
域
内
の
制
限
等

　

平
成
25
年
２
月
４
日
か
ら
、
都

市
計
画
法
、
建
築
基
準
法
等
が

適
用
さ
れ
、
建
築
確
認
申
請
な
ど

の
届
出
、
許
可
が
必
要
に
と
な
り

ま
し
た
。

【
主
な
建
築
物
等
の
制
限
】

○
建
ぺ
い
率
（
敷
地
面
積
に
対
す

る
建
築
面
積
の
割
合
）

・
集
落
内　

60
㌫

・
国
道
１
１
７
号
沿
道
内

　

２
０
０
㌫

○
容
積
率
（
建
築
物
の
延
べ
敷
地
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木　島

飯　山
城南中学校
●

●
市役所

● 木島小学校

● 飯山北高校

新幹線飯山駅 ●

有
尾
ト
ン
ネ
ル

中央橋

綱切橋
●

飯山小学校

秋　津
飯山高校 ●

● 

● 飯山消防署

■ ＪＲ飯山駅

■ ＪＲ北飯山駅

グリーンパーク

● 飯山赤十字病院

長野県飯山庁舎 ●

グリーンパークグリーンパークグリーンパークグリーンパーク現 都 市 計 画 区 域

編入都市計画区域

飯山市都市計画参考図（変更後）

新たに区域を拡大した地域
　伍位野区・秋津中央区・大久保区
　荒船区の一部・中町区・中町北部区

面
積
に
対
す
る
割
合
）

・
集
落
、
国
道
１
１
７
号
沿
道
内

　

２
０
０
㌫

○
用
途
地
域　
な
し（
白
地
地
域
）

【
開
発
等
の
制
限
】

○
開
発
行
為
に
伴
う
許
可

　
３
０
０
０
平
方
ⅿ
以
上
の
建
築

物
の
建
築
に
供
す
る
目
的
で
行
う

土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
を
す
る

場
合
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

○
大
規
模
な
土
地
取
引
の
届
出

　
５
０
０
０
平
方
ⅿ
以
上
の
土
地

取
引
等
（
契
約
の
締
結
）
を
し
た

場
合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
の

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

国道 117号

【これまでの経過】
H21.07 　県との協議
H22.09 ～秋津地区懇談会
H23.05 ～拡大静間地区との懇談会（第 1 回）

10 ～拡大静間地区との懇談会（第 2 回）
H24.02 　長野県都市計画審議会（調査審議①）

3 　都市計画案住民説明会の開催
4 　都市計画案概要の閲覧（公述人の申出）
5 　公聴会の開催
6 　長野県都市計画審議会（調査審議②）
8 　関東地方整備局との協議
9 　飯山市都市計画審議会（意見聴取）

10 　計画案の公告・縦覧（意見書の受付）
11 　長野県都市計画審議会（議決）
12 　大臣同意協議

H25.02 　決定告示　他

市
民
環
境
課 

市
民
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
５
１・１
５
６

　

市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
転

出
・
転
入
の
届
出
が
増
え
る
３
月

末
と
４
月
初
め
に
、
臨
時
日
曜
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

　

平
日
、
市
役
所
に
来
庁
で
き
な

い
方
や
急
な
引
っ
越
し
に
伴
う
手

続
き
な
ど
を
す
る
方
は
、
取
扱
業

務
や
持
ち
物
等
を
ご
確
認
の
う
え

ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
日
曜
窓
口
で
は
、「
転
出

証
明
書
」
な
ど
、
ご
本
人
や
同
居

の
親
族
以
外
に
は
発
行
で
き
な
い

証
明
書
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

市
民
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
取
扱
業
務
内
容
】

○
転
入
、
転
出
、
転
居
届
な
ど

　
住
民
異
動
に
関
す
る
届
書
の

　
受
理

○
各
種
証
明
書
の
発
行
（
戸
籍
、

　
除
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明

　
等
）

○
印
鑑
登
録
（
新
規
、
亡
失
、

　
変
更
）

○
国
民
健
康
保
険
資
格
の
異
動

　
保
険
証
の
発
行
・
回
収

○
各
種
戸
籍
届
書
の
受
理

【
対
応
で
き
な
い
業
務
】

○
住
基
カ
ー
ド
の
関
係
業
務

○
臨
時
運
行
許
可

引
っ
越
し
の
多
い
時
期
に
あ
わ
せ

　

臨
時
日
曜
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

○
改
葬
許
可

【
持
ち
物
】

○
印
鑑
（
認
印
）

○
本
人
を
証
明
す
る
顔
写
真
付

　
き
の
公
的
機
関
発
行
の
証
明

　
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
国

　
民
健
康
保
険
証

○
市
外
か
ら
飯
山
市
へ
転
入
さ

　
れ
る
方
は
、
他
市
町
村
発
行

　
の
転
出
証
明
書

【
臨
時
日
曜
窓
口　
開
設
日
】

　
３
月
24
日
㈰
・
31
日
㈰

　
４
月
７
日
㈰

【
開
設
時
間
】

　
午
前
8
時
30
分
～
正
午

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
土
曜
証
明
窓
口
」

　

毎
週
土
曜
日
の
午
前
に
行
っ

て
い
る
住
民
票
等
の
証
明
窓
口

も
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
21
ペ
ー
ジ
参
照
）

口
カ
ウ
ン
タ
ー
を
、
来
客
が
イ
ス

に
座
っ
て
説
明
等
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
低
い
カ
ウ
ン
タ
ー
と
し
、
各

窓
口
ご
と
に
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン（
仕

切
り
）を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

個
人
情
報
を
守
る
工
夫
も
し
て
い

ま
す
。
ま
た
全
体
的
に

統
一
感
の
あ
る
デ
ザ
イ

ン
と
し
、
来
庁
者
が
分

か
り
や
す
い
案
内
表
示

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
、
訪

れ
た
皆
さ
ん
が
利
用
し

や
す
い
窓
口
を
実
現
す

新
潟
県
糸
魚
川
市
と
観
光
交
流
都
市
協
定
を
締
結

　

市
で
は
、
北
陸
新
幹
線
沿
線
自

治
体
と
の
一
体
的
な
観
光
交
流
を

図
る
べ
く
１
月
28
日
、
飯
山
市
と

同
じ
く
新
幹
線
駅
の
開
業
準
備

が
進
む
新
潟
県
糸
魚
川
市
と
「
観

光
交
流
都
市
協
定
」
の
調
印
を
糸

魚
川
市
役
所
に
お
い
て
行
い
ま
し

た
。

　

出
席
し
た
糸
魚
川
市
の
米
田

徹
市
長
と
足
立
市
長
に
よ
り
締

結
さ
れ
た
協
定
書
は
、
観
光
情
報

の
提
供
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
な
ど
を
両
市
相
互
に
支
援

協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
間

交
流
の
増
加
や
他
地
域
か
ら
の
誘

客
を
図
る
こ
と
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
お
り
、

平
成
24
年
12
月
27
日
の
富
山
県

魚
津
市
と
の
協
定
（
市
報
１
月
号

掲
載
）
に
つ
づ
き
２
都
市
目
の
締

結
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
石
川
県
小
松
市
、
七

尾
市
、
富
山
県
高
岡
市
、
富
山

市
と
の
協
定
締
結
を
予
定
し
て
お

り
、
北
陸
新
幹
線
延
伸
に
伴
う

沿
線
自
治
体
と
連
携
し
た
観
光

振
興
や
経
済
活
性
化
を
目
指
し

ま
す
。

さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
市
役
所
窓
口
へ

　

飯
山
市
役
所
の
顔
で
あ
り
、
多

く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
る
市
役
所
１

階
の
窓
口
に
つ
い
て
は
、
昨
年
９

月
に
発
足
し
た
窓
口
改
善
懇
話
会

に
お
い
て
、
多
く
の
提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
提
言
を
受
け
、
１
階
通

路
の
拡
張
や
案
内
板
の
設
置
な

ど
、
早
急
に
対
応
で
き
る
対
策
を

講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
提
言

の
一
つ
で
あ
っ
た
市
役
所
１
階
窓

口
の
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
化
に
つ
い

て
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
整
備
は
、
こ
れ
ま
で
の
窓

⬇
る
た
め
、
さ
ら
な
る
改
善
に
努
め

ま
す
。

改善前

改善後

今
後
も
北
陸
新
幹
線
沿
線
自
治
体
と
の
連
携
を
強
化

取
扱
業
務
や
持
ち
物

等
を
ご
確
認
の
う
え

ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

市民環境課

米田糸魚川市長を意見を交わす足立市長
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・
日

本赤十字
・

団奉
仕

　

平
成
25
年
の
飯
山
市
赤
十
字

奉
仕
団
幹
部
体
制
が
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。
１
年
間
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
平
成
25
年
１
月
１
日
付
、
敬
称
略
）

本　
　
部

・
委
員
長　

・
副　

〃　

・
副　

〃　

・
副　

〃　
飯
山
分
団

・
分
団
長　

・
副　

〃　

・
副　

〃　
秋
津
分
団

・
分
団
長　

・
副　

〃　
木
島
分
団

・
分
団
長　

・
副　

〃　

瑞
穂
分
団

・
分
団
長　

・
副　

〃　
柳
原
分
団

・
分
団
長　

・
副　

〃　
外
様
分
団

・
分
団
長　

・
副　

〃　
常
盤
分
団

・
分
団
長　

・
副　

〃　
太
田
分
団

・
分
団
長　

・
副　

〃　
事 

務 

局

・
職　

員　

宮
本
秀
一
（
市
役
所
）

【
飯
山
地
区
】

　

県　

町　
　

神
喰
富
士
明

　

新　

町　
　

湯
本　

修

○
上　

町　
　

内
堀
清
治

　

栄　

町　
　

髙
柳
則
夫

　

鉄
砲
町　
　

山
﨑　

進

　

本　

町　
　

齊
藤
仁
孝

◎
奈
良
沢　
　

市
川
和
夫

　

上　

倉　
　

土
屋　

稔

　

肴　

町　
　

松
澤
幸
二

　

福
寿
町　
　

宮
本
康
夫

　

田　

町　
　

東　

一
彦

　

北　

町　
　

髙
橋
正
哉

　

愛
宕
町　
　

丸
山
信
太
郎

　

神
明
町　
　

小
林
信
雄

　

市
ノ
口　
　

石
澤　

徹

　

有　

尾　
　

岸
田
徳
明

　

曙　

町　
　

仲
條
由
弘

　

西　

山　
　

村
山　

隆

○
分　

道　
　

堀
﨑
英
雄

　

金　

山　
　

渡
邉
一
雄

　

斑　

尾　
　

新
山　

敏

　

南
新
町　
　

岩
田
笑
世

　

松　

倉　
　

塩
入
康
司

【
秋
津
地
区
】

　

上　

組　
　

阿
部　

等

○
中
山
根　
　

松
木
文
博

　

伍
位
野　
　

常
田
治
成

　
茂
右
エ
門
新
田　

傳
田
誠
一

　

深　

沢　
　

小
山　

久

◎
飯　

駒　
　

荒
木
貞
光

　

荒　

船　
　

田
中
修
一
路

○
大
久
保　
　

清
水
功
市

　

中　

町　
　

髙
橋
秀
樹

　

中
町
北
部　

髙
橋
一
郎

　

北　

畑　
　

小
林
明
敏

　

秋
津
中
央　

仲
條　

浩

【
木
島
地
区
】 

　

山　

岸　
　

佐
藤
佳
正

　

其　

綿　
　

岡
田
良
作

　

吉　
　
　
　

山
崎
達
明

　

安　

田　
　

西
澤
繁
章

○
上
新
田　
　

市
川
達
夫

◎
野
坂
田　
　

小
出
善
久

　

坂　

井　
　

中
村
悦
郎

　

下
木
島　
　

堀　

博
美

　

天
神
堂　
　

丸
山
秀
美

【
瑞
穂
地
区
】

　

戸
那
子　
　

武
田
菊
男

　

中　

組　
　

大
平
邦
夫

　

富　

田　
　

大
平
一
夫

　

福　

島　
　

松
村
成
利

◎
神　

戸　
　

八
井
澤
敏
次

○
関　

沢　
　

小
林
清
一

　

小　

菅　
　

眞
島
一
徳

　

針　

田　
　

小
林　

敦

　

笹　

沢　
　

関
口
邦
是

○
柏　

尾　
　

小
林
廣
文

　

北　

原　
　

佐
藤
義
信

【
柳
原
地
区
】

◎
藤
ノ
木　
　

小
湊　

哲

○
山　

口　
　

岸
田
博
章

　

四
ツ
屋　
　

宮
本
秋
博

　

小
佐
原　
　

前
澤
長
次

　

南　

条　
　

中
嶋
國
男

　

笹　

川　
　

武
田　

誠

　

上
新
田　
　

中
島
幸
一

　

大　

川　
　

山
室
久
優

　

涌　

井　
　

渡
邉
隆
夫

　

堰　

口　
　

藤
澤
佐
一

　

大　

平　
　

山
田　

満

【
富
倉
地
区
】

◎
中　

谷　
　

上
野
廣
文

○
倉　

本　
　

上
野
文
夫

　

滝
ノ
脇　
　

丸
山
隆
樹

　

濁　

池　
　

岸
田
正
雄

【
外
様
地
区
】

　

法　

寺　
　

石
澤
幸
宏

◎
中　

条　
　

清
水　

侃

　

中
曽
根　
　

小
林
則
夫

　

尾　

崎　
　

服
部
晴
邦

○
顔　

戸　
　

久
保
田　

正

【
常
盤
地
区
】

　

大　

池　
　

平
野
弘
蔵

　

上
水
沢　
　

松
山
博
雄

　

下
水
沢　
　

髙
橋　

茂

◎
大　

塚　
　

今
清
水
豊
治

　

小　

泉　
　

沼
田
松
陰

○
戸　

狩　
　

石
田
芳
郎

　

戸
狩
新
田　

佐
藤
勝
夫

　

上　

野　
　

萬
場
孝
治

　

大
倉
崎　
　

丸
山
洋
一

　

柳
新
田　
　

瀧
澤　

博

　

戸　

隠　
　

木
内
良
春

○
小　

沼　
　

大
熊
明
男

【
太
田
地
区
】

○
小　

境　
　

小
林
直
喜

　

柳　

沢　
　

市
ノ
瀬　

敏

　

五　

束　
　

髙
橋　

穣

　

堀
之
内　
　

石
田
庸
一

　

北　

条　
　

瀧
澤
秀
幸

　

五　

荷　
　

水
野
英
夫

　

瀬　

木　
　

木
原　

茂

　

蕨　

野　
　

青
木　

彰

◎
曽　

根　
　

髙
橋
裕
人

　

三　

郷　
　

小
林
嘉
之

　

今　

井　
　

岸
本
友
行

○
大　

深　
　

足
立　

豊

【
岡
山
地
区
】 

　

温　

井　
　

米
持
和
一

○
羽
広
山　
　

江
口
保
則

　

上　

境　
　

市
村
保
夫

　

下　

境　
　

藤
巻
忠
夫

　

桑
名
川　
　

渡
邉
喜
久
男

◎
藤
沢
代
表　

月
岡
正
博

　

藤
沢
第
一　

久
保
田
龍
一

　

藤
沢
第
二　

齋
藤
徳
夫

　

西
大
滝　
　

齋
藤
宗
明

区
長
会
協
議
会
長
に
今
清
水
豊
治
さ
ん
（
常
盤
）

副
協
議
会
長
に
荒
木
貞
光
さ
ん
（
秋
津
）、
八
井
澤
敏
次
さ
ん
（
瑞
穂
）

　

１
月
24
日
、
各
地
区
の
区
長
会
長
で
組
織
す
る
飯
山

市
区
長
会
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
協
議
会
長
に
今
清
水

豊
治
さ
ん
、
副
協
議
会
長
に
荒
木
貞
光
さ
ん
、
八
井
澤

敏
次
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

地
域
自
治
の
先
頭
に
た
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ
く
各
地
区

の
区
長
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
◎
は
地
区
区
長
会
長　
○
は
地
区
区
長
会
副
会
長　
敬
称
略
）

今 清 水 豊 治
協議 会長

会長をはじめ各役員が選出された第１回区長会協議会

　

近
年
大
規
模
な
地
震
災
害
や
河
川
の
増
水
な
ど
の
自
然
災

害
が
発
生
し
、
地
域
防
災
活
動
は
も
と
よ
り
災
害
支
援
の
活

動
も
一
層
重
要
度
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

飯
山
市
消
防
団
は
、
地
域
防
災
活
動
の
要
と
し
て
、
市
民

の
安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
飯
山
市
消
防
団
幹
部
体
制
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
平
成
25
年
１
月
10
日
付 

敬
称
略
）

団　
　
長　
岡
本　

弘

副
団
長　
鈴
木
靖
史

副
団
長　
明
石
洋
一

ラ
ッ
パ
長　
川
久
保
善
昭

救
護
長　
髙
橋
義
昭

第
１
分
団
【
飯
山
地
区
】

・
分
団
長　

・
副　

〃　

第
２
分
団
【
秋
津
地
区
】

・
分
団
長　

・
副　

〃　

第
３
分
団
【
木
島
地
区
】

・
分
団
長　

・
副　

〃　

第
４
分
団
【
瑞
穂
地
区
】

・
分
団
長　

・
副　

〃　

鈴 木 靖 史
副団長

明 石 洋 一
副団長

岡 本 　 弘
団　長

第
５
分
団
【
柳
原
地
区
】

・
分
団
長　

・
副　

〃　

第
６
分
団
【
外
様
地
区
】

・
分
団
長　

・
副　

〃　

第
７
分
団
【
常
盤
地
区
】

・
分
団
長　

・
副　

〃　

第
８
分
団
【
富
倉
地
区
】

・
分
団
長　

・
副　

〃　

第
９
分
団
【
太
田
地
区
】

・
分
団
長　

・
副　

〃　

第
10
分
団
【
岡
山
地
区
】

・
分
団
長　

・
副　

〃　

【
飯
山
市
消
防
団
事
務
局
】

（
市
役
所　
庶
務
課
内
）

　

本
部
長　

関
谷
竹
志

　

部　

長　

湯
本
登
喜
一

　

班　

長　

寺
島
達
哉

平
成
25
年
飯
山
市
消
防
団
幹
部
体
制

地
域
防
災
活
動
の
か
な
め

 

飯
山
市
消
防
団
新
体
制
紹
介

飯山市消防団員
随時募集中

　飯山市消防団では、随時消防団員を
募集しています。男性も女性も消防団
に興味のある方、やってみたいという
方は、お近くの消防団員か飯山市消防
団事務局（市役所庶務課消防防災係）

までお問い合わせくだ
さい。
　皆さんのご応募をお
待ちしています。

庶務課 消防防災係 ☎ 62-3111 内線 339

飯
山
市
赤
十
字
奉
仕
団
幹
部
体
制

平
成
25
年
の
区
長
さ
ん
を
紹
介



集
落
サ
ロ
ン
で

介
護
予
防
を

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
市
の

介
護
保
険
料
（
基
準
額
）
は

５
３
４
０
円
で
、
県
内
に
お
い
て

は
高
い
方
か
ら
４
番
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。
介
護
保
険
料
の
増
加
を

抑
制
す
る
た
め
に
も
、
要
介
護
状

態
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
地
域
の
集
ま
り
に
参
加

で
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

る
「
集
落
サ
ロ
ン
」
は
、
介
護
予

防
の
取
り
組
み
と
し
て
も
効
果
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
集
落
サ
ロ
ン

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か

ら
も
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
、
元
気
で
過
ご
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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集
落
サ
ロ
ン
８
年
間
の
取
り
組
み

集
落
サ
ロ
ン
と
は

　
「
集
落
サ
ロ
ン
」
は
、
身
近
な

集
落
単
位
に
高
齢
者
の
集
ま
る
機

会
を
設
け
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
や

認
知
症
予
防
の
た
め
の
自
主
的
な

活
動
を
行
い
、
協
働
に
よ
り
超
高

齢
社
会
に
お
け
る
地
域
で
の
支
え

合
い
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
参
加
対
象
者
は
65
歳
以

上
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

実
施
主
体
は
、
区
と
飯
山
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
区
で
集
落
サ
ロ
ン
の
世
話

人
を
推
薦
し
て
い
た
だ
き
事
業
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

集
落
サ
ロ
ン
の
参
加

状
況
と
課
題

　

事
業
開
始
当
初
の
平
成
16
年

度
に
は
、
参
加
し
た
集
落
数
が

16
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
21
年

度
に
は
49
集
落
と
最
も
多
く
な

り
、
平
成
23
年
度
で
も
45
集
落

で
３
９
８
５
人
も
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
現
在
は
自
主
活
動
も
盛
ん

に
な
っ
て
お
り
、
市
内
の
施
設
見

学
や
地
元
の
人
材
を
講
師
に
招
い

て
の
教
室
な
ど
も
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
高
齢
化
が
進

む
現
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加

者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、

手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
世
話
人
さ

ん
が
少
な
く
な
っ
て
る
な
ど
課
題

も
あ
り
ま
す
。

市
内
の
介
護
認
定
率

　

市
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
平

成
24
年
度
ま
で
の
６
年
間
、
集
落

サ
ロ
ン
実
施
地
区
と
集
落
サ
ロ
ン

未
実
施
地
区
に
つ
い
て
介
護
認
定

率
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
集
落
サ
ロ
ン
実

施
地
区
は
高
齢
化
率
が
高
い
に
も

係
ら
ず
要
介
護
認
定
率
の
増
加

率
が
低
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

年度 実　施
集落数

実　施
回　数

参　加
人　数

H16 16 48 回 733 人
H17 26 130 回 1592 人
H18 35 190 回 3529 人
H19 45 218 回 4091 人
H20 44 228 回 4240 人
H21 49 234 回 4315 人
H22 45 241 回 4121 人
H23 45 241 回 3985 人

　

集
落
サ
ロ
ン
は
住
民
の
皆
さ
ん

が
主
導
的
に
活
動
を
行
っ
て
き
た

た
め
、
集
落
の
高
齢
者
の
参
加
が

増
え
た
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
支

え
合
い
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な

が
り
、
さ
ら
に
は
要
介
護
認
定
に

影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
「
集
落
サ

ロ
ン
」
は
、
今
年
度
で
９
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
事

業
の
、平
成
23
年
度
ま
で
の
８
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
。

集落サロンの実施・参加状況

年度 調査内容等 実施地区
合 　計

未実施地区
合　計

H19
要介護認定者数 490 人 546 人
高齢化率 29.8％ 27.7％
認定率 14.6％ 14.3％

H24
要介護認定者数 612 人 720 人
高齢化率 30.5％ 29.2％
認定率 18.5％ 19.1％

H19 ～ H24 年度の認定増加率 24.9％ 31.9％

要介護認定者の増加率

気
軽
に
参
加
し
て
要
介
護
状
態
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

講師を招いての「ぞうり作り教室」

要介護認定者増加率
（平成 19 年度～ 24 年度）

集落サロン実施地区

24.9％

集落サロン未実施地区

31.9％

　

増
え
続
け
る
保
険
給
付
費
（
医

療
費
等
）
な
ど
の
影
響
か
ら
、
単

年
度
収
支
で
は
赤
字
と
な
っ
て
い

る
飯
山
市
国
民
健
康
保
険
会
計

の
健
全
運
営
の
た
め
、
平
成
24
年

11
月
26
日
に
市
長
か
ら
飯
山
市

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
へ

諮
問
し
て
い
た
「
国
民
健
康
保
険

税
の
課
税
額
に
つ
い
て
」
の
審
議

が
終
了
し
、
１
月
30
日
、
岸
田
運

営
協
議
会
長
か
ら
市
長
へ
答
申
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

　

国
民
健
康
保
険
税
の
額
は
、
こ

の
答
申
を
も
と
に
税
条
例
の
改
正

案
が
作
成
さ
れ
、
３
月
の
市
議
会

で
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

飯
山
市
は
12
年
間
税
率
を
据

え
置
い
た
（
介
護
分
を
除
く
）
こ

と
で
、
平
成
24
年
度
の
被
保
険
者

１
人
当
た
り
平
均
負
担
率
は
、
県

下
19
市
中
最
低
の
７
万
３
９
５
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
諮
問
の
内
容
】

①
飯
山
市
国
民

　
健
康
保
険
税

　
額
を
総
額
１

　
億
円
程
度
に

　
増
額
す
る
こ

　
と
に
つ
い
て

②
国
民
健
康
保

　
険
税
の
負
担

　
区
分
（
応
能
・

　
応
益
割
合
※

　
）
の
見
直
し

　
に
つ
い
て

③
国
民
健
康
保

　
険
税
「
資
産

　
割
税
率
」
見

　
直
し
に
つ
い

　
て

④
増
額
分
の
医

　
療
保
険
分
、

　
後
期
支
援
分

　
へ
配
分
に
つ

　
い
て

⑤
見
直
し
（
改
定
）
時
期
に
つ

　
い
て

※
応
能
割
合･･･

国
民
健
康
保

　

険
税
の
所
得
割
・
資
産
割
の

　

占
め
る
割
合
（
50
㌫
が
標
準

　

と
さ
れ
、
飯
山
市
は
現
行
約

　

63
㌫
）

※
応
益
割
合･･･

国
民
健
康
保

飯
山
市
で
は
12
年
ぶ
り
の
見
直
し

 

国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し
に
つ
い
て
答
申

　

険
税
の
均
等
割
・
平
等
割
の

　

占
め
る
割
合
（
50
㌫
が
標
準

　

と
さ
れ
、
飯
山
市
は
現
行
約

　

37
㌫
）

【
答
申
書
の
内
容
】

①
１
億
円
程
度
の
増
額
は
や
む

　
を
得
な
い
が
、
県
内
他
市
と

　
の
均
衡
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

②
応
能
割
合
を
県
内
他
市
の
平

　
均
値
（
56
㌫
）
程
度
ま
で
引

　
き
下
げ
る
こ
と
を
目
途
と
さ

　
れ
た
い
。

③
県
内
他
市
と
の
均
衡
か
ら
引

　
き
下
げ
と
す
る
が
、
財
源
の

　
安
定
的
確
保
の
必
要
性
を
考

　
慮
し
、
今
回
は
３
％
程
度
の

　
小
幅
な
減
額
と
さ
れ
た
い
。

④
「
医
療
保
険
分
」
お
よ
び
「
後

　
期
支
援
分
」
へ
従
前
ど
お
り

　
２
対
１
を
基
本
に
配
分
す
る

　
こ
と
と
さ
れ
た
い
。

⑤
平
成
25
年
４
月
１
日
と
さ
れ

　
た
い
。

【
付
記
と
し
て
】

◆
医
療
保
険
分
、
後
期
高
齢
者

　
分
の
所
得
割
率
、
資
産
割
率
、

　
均
等
割
額
、
平
等
割
額
は
、

　
右
表
に
記
載
の
率
お
よ
び
額

　
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。

◆
軽
減
は
引
き
続
き
行
う
こ
と

　
と
し
、
低
所
得
者
等
へ
の
負

　
担
軽
減
を
図
る
こ
と
と
さ
れ

　
た
い
。

区　　分 税率（額） 現在の税率
（額）との差

医 療 分

所 得 割 税 率 6.0％ 1.1％
資 産 割 税 率 23.3％ △ 2.0％
均 等 割 額 16,100 円 5,500 円

平 等 割 額 16,800 円 4,300 円

後 期
支 援 分

所 得 割 税 率 2.9％ 0.4％
資 産 割 税 率 11.7％ △ 1.0％
均 等 割 額 8,000 円 2,700 円

平 等 割 額 8,500 円 2,200 円

介 護
保 険 分

所 得 割 税 率 2.2％ 0％
資 産 割 税 率 5.3％ 0％
均 等 割 額 6,800 円 0 円

平 等 割 額 5,800 円 0 円

合　 計

所 得 割 税 率 11.1％ 1.5％
資 産 割 税 率 40.3％ △ 3.0％
均 等 割 額 30,900 円 8,200 円

平 等 割 額 31,100 円 6,500 円

改定後の税率（額）と現行との差

H20 H21 H22 H23 H24
（見込）

H25
（見込）

H26
（見込）

H27
（見込）

収入合計 2,427,821 2,338,359 2,233,056 2,462,486 2,518,939 2,519,506 2,562,171 2,472,481
支出合計 2,423,722 2,351,395 2,255,706 2,554,805 2,668,168 2,695,190 2,808,090 2,927,090
国 保 税 522,800 535,372 507,052 491,140 461,285 453,500 442,300 427,000
保険給付費 1,524,038 1,580,918 1,610,670 1,743,692 1,792,577 1,828,020 1,905,420 1,984,420
基金残高 513,267 495,396 466,850 368,134 218,905 43,221 0 0

単年度収支 △ 108,479 △ 17,135 △ 29,614 △ 99,670

3,500,000

3,000,000

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

国保会計の状況と今後の見込（改定しなかった場合）
（単位：千円）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
５
３・１
５
４



自分を知ろう！

11 市報いいやま / 13.2 10

　下半身の筋力・持久力、柔軟性などを測定し、自
宅でのトレーニング指導やトレーニング成果の確認
のため定期的に再測定も行います。自分の体力を知
り、体力アップにチャレンジしましょう。（参加無料）

チャレンジ体力測定

■場　　所　飯山市保健センター（市役所前）
■日　　時（申込期限　3 月１日（金））
　A コース　3 月 8 日（金）13:30 ～ 15.30
　B コース　3 月 9 日（土）  9:30 ～ 11:30
　C コース　3 月 9 日（土）13:30 ～ 15:30
■定　　員　各コース 12 名（先着順）
■測定項目　身長、体重、体脂肪率、胸囲、血圧、握力、
　内転筋力、外転筋力、大腿四頭筋力、持久力　等
■対 象 者　飯山市在住の 18 歳以上の市民
　※心臓疾患で現在治療中の方、過去に治療された方は
　参加できません。その他の疾病で治療中の方は主治医
　にご相談ください。

保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181・182

【募集職種・募集人員】
　給食調理員（臨時職員）若干名
　図書館司書（臨時職員）１名

【募集資格】（次の資格を有する方）
　給食調理員：調理師、図書館司書：図書館司書

【賃 金 等】（市規定によります）
　臨時給食調理員・図書館司書：時給 800 円

【任用期間】（勤務成績により更新あり）
　平成 25 年 4 月 1 日から指定期限まで

【応募期間】（提出書類：2 月 28 日（木））
　自筆履歴書（写真貼付）を子ども課学校
　教育係まで提出してください。

【試験内容】　書類審査、面接試験
【面接試験日】　3 月 4 日（月）予定

学校給食調理、図書館司書
を募集しています。

子ども課 学校教育係 ☎ 62-3111 内線 361

市営住宅入居者募集
いいやま住んでみません課 住宅係 ☎ 62-3111 内線 252

　市営住宅の入居者を下記のとおり募集します。
　入居資格等詳しくは、お問い合わせください。

【募集団地・戸数】（随時募集）
　○水上団地１戸　○神明ケ丘若者住宅１戸

【募集受付期間等】（受付時間：8:30 ～ 17:15）
　随時募集のため、定員になりしだい受付終了

70
歳
か
ら
の  

元
気
は
つ
ら
つ
講
演
会

　

年
を
重
ね
て
も
元
気
で
い
き
い
き
暮
ら
し
、
介
護
の
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。
老
い
や
死
の
迎
え
方
、
権
利
擁
護
な
ど
70
歳
の
節
目

の
年
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
70
歳
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
以
外
の
方
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
３
月
１
日
㈮　
午
後
１
時
～
３
時
30
分　

■
場　
所　
飯
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー　
２
階

■
内　
容

　
講
演　
「
成
年
後
見
の
上
手
な
利
用
方
法
」

　
　
　
　
　
　
　
司
法
書
士　
　
　

竹
内
利
一　
先
生

　　
講
演　
「
死
ぬ
ま
で
元
気
で
！
」

　
　
　
　
　
　
飯
山
赤
十
字
病
院　
院
長　

古
川
賢
一　
先
生

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 
☎
�
３
１
１
１　
内
線
１
８
３

足
腰
み
が
い
て
元
気
な
毎
日

防
ご
う
！
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

骨
・
関
節
・
筋
肉
と
い
っ
た
運
動
器
の
機
能
が
衰
え
、
要

介
護
や
寝
た
き
り
に
な
る
危
険
が
高
い
状
態
の
こ
と
を
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
通
称
ロ
コ
モ
）
と
い
い
ま
す
。

　

高
齢
期
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
、
ロ
コ
モ
も
知
っ
て
体
験

し
て
足
腰
を
磨
き
ま
し
ょ
う
。（
参
加
費
無
料
）

■
日　
時　
３
月
10
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場　
所　
飯
山
市
公
民
館　
講
堂

■
内　
容

・
ロ
コ
モ
セ
ミ
ナ
ー
（
講
演
会
）

　
　
講
師　
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院 

副
大
学
院
長　
岩
谷　
力　
教
授

・
ロ
コ
モ
体
操　
・
健
康
相
談

保
健
福
祉
課 

高
齢
者
介
護
保
険
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
８
５

飯
山
市
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー　
　

  

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
８
３

3.20 ㊌ 春分の日 飯山市民会館 かまくらホール

　新幹線飯山駅開業まで２年。高速大量輸送が可能な新幹
線の開業により、首都圏や関西・北陸方面からこの地域へ
の往来も増え、観光や各種産業の振興に期待が膨らみます。
　本シンポジウムは、新幹線を最大限に活かすため、広域
観光連携する 9 市町村の住民がそれぞれの「豊穣」を共有
して、国際的にも魅力ある「住んでよし」「訪れてよし」の
ブランド観光地づくりに取り組むため開催します。

タイムテーブル
12:00 開　場・受　付（関連映像上映）
13:30 開　会

13:30 ～
　13:50

あいさつ
　飯 山 市 長　足 立 正 則
　長野県知事　阿 部 守 一

13:50 ～
　14:10 ブランディングテーマ発表　映像紹介

14:10 ～
　15:20 パネルディスカッション

休　憩
15:30 ～
　16:30 記念講演

16:40 閉　会

1F ホワイエ、2F 会議室 ･3F 会議室

12:00 ～
　17:00

・地域の取組発表
・北陸新幹線工事や新幹線車両など紹介
・新幹線飯山駅周辺整備について紹介
・各地のＰＲブース　・鉄道模型展示
・ゆるキャラ大集合　など

主　催
　長野県、飯山市、信越 9 市町村広域観光連携会議
　北陸新幹線飯山駅開業イベント実行委員会、信濃毎日新聞社

【パネルディスカッション】
　「９市町村広域観光推進に向けて」
　コーディネーター：清水愼一立教大学特任教授
　パネリスト　　　：信越９市町村首長（予定）

【記念講演】
　講師　JR 東日本 常務取締役　原 口　宰　氏

参加者募集

北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
【
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
】

 

飯
山
市
・
木
島
平
村
・
野
沢
温
泉
村
の

 

広
域
コ
ー
ス
で
開
催
を
決
定

　

飯
山
市
・
木
島
平
村
・
野
沢

温
泉
村
・
長
野
朝
日
放
送
で
組
織

す
る
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実

行
委
員
会
（
会
長
：
足
立
飯
山
市

長
）
は
２
月
５
日
の
初
会
合
で
、

こ
れ
ま
で
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
と
し
て

開
催
し
て
い
た
「
北
信
州
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
」
に
つ
い
て
、
飯
山
市
、

木
島
平
村
、
野
沢
温
泉
村
の
３
市

村
を
通
る
広
域
コ
ー
ス
で
行
う
こ

と
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
長
野
朝
日
放
送
か
ら
の

提
案
を
受
け
て
、
３
市
村
の
準
備

会
議
で
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
飯

山
市
単
独
開
催
で
あ
っ
た
従
前
の

大
会
を
拡
大
発
展
さ
せ
、
平
成

27
年
春
に
開
業
を
予
定
し
て
い
る

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
９
月
29
日
㈰
に

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
周
辺
市
村
と
の
連
携
を
念
頭
に

計
画
さ
れ
た
コ
ー
ス
は
、
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ
ー
ト
地
点
を
野

沢
温
泉
村
役
場
付
近
と
し
、
木
島

平
村
役
場
を
経
由
し
て
新
幹
線

飯
山
駅
前
広
場
を
ゴ
ー
ル
地
点
と

す
る
も
の
で
、（
10
㍃
コ
ー
ス
の
ス

タ
ー
ト
は
木
島
平
村
役
場
付
近
）

初
年
度
は
１
５
０
０
名
の
参
加
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。（
開
業
時
は

３
千
名
目
標
）

　

実
行
委
員
会
で
は
、
新
幹
線

開
業
後
も
継
続
的
な
開
催
を
予

定
し
て
お
り
、
今
後
、
北
信
州
を

代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

信越９市町村ブランドシンポジウム
【北陸新幹線飯山駅開業に向けて―キックオフ！イベント】

千年風土の豊穣の地

　飯山の魅力は、雪深いが故に四季の彩りが増し、美しい自
然が今も保たれています。
　日本のふるさとの原風景といわれる「いいやま」、あなたが
見つけた、とっておきの景観を紹介する写真を募集します。
　■募集期間　1 月 20 日（日）～ 3 月 31 日（日）
　■作品テーマ　「いいやまの冬」
　■応募方法　飯山市ホームページのフォトコンテスト
　　の応募フォームからご応募ください。
　■データ形式　JPG データ　10MB 以下
　■賞　グランプリ　：賞金 5 万円＋賞状　　　　1 名
　　　　準グランプリ：賞金 2 万円＋賞状　　　　2 名
　　　　三位 　　：飯山市特産品 5 千円相当＋賞状　5 名
　　　　審査員特別賞：飯山市特産品　　　　　　10 名
　■発表・表彰式
　　市ホームページで平成 25 年 4 月上旬頃に発表予定

日本のふるさと　いいやま

庶務課 秘書広報係 ☎ 62-3111 内線 337

フォトコンテスト　　　開催中フォトコンテスト　　　「冬」

応募作品は、ホームページでご覧いただけます。

【新幹線飯山駅開業イベント】
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城の見た夢
飯山城の歴史探訪

The 450 Anniversary

税
務
課 

市
民
税
係 
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６
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軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現

在
で
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

既
に
所
有
し
て
い
な
い
車
両
で

も
、
廃
車
や
名
義
変
更
手
続
き

を
さ
れ
な
い
限
り
、
登
録
さ
れ
て

い
る
方
に
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
、
車
両
を
手
放
し
た

際
な
ど
は
必
ず
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

車　種 手続き場所
問い合わせ先

四輪・三輪の軽自動車
（乗用・貨物）

○軽自動車検査協会長野事務所
　☎ 026-244-4563

軽自動車二輪
（126 ～ 250cc のバイク）

○長野県軽自動車協会
　☎ 026-243-1967

二輪小型自動車
( 251cc 以上のバイク）

○長野運輸支局　
　☎ 050-5540-2042

上記車両の名義変更、廃車手続き代行
○長野県自家用自動車協会飯山支部（飯山商工会議所内）
　☎ 0269-62-5949（※新規登録不可　※代行手数料あり）
125cc 以下の原動機付自転車
農耕作業車・小型特殊自動車

（飯山市ナンバーの車両）

○飯山市役所税務課
　市役所１階５番窓口
　☎ 62-3111 内線 161･162

　
ま
た
廃
車
手
続
き
を
し
な
い
ま

ま
課
税
さ
れ
て
い
る
車
両
が
な
い

か
ど
う
か
、
昨
年
の
納
税
通
知
書

な
ど
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

変
更
手
続
き
が
必
要
な
場
合

◆
市
外
へ
の
引
越
し
等
に
よ
り
軽

　

自
動
車
の
主
と
し
て
駐
車
す
る

　
場
所
を
変
更
し
た
場
合
。

◆
廃
車
し
た
場
合

◆
他
人
に
譲
り
渡
し
た

　

等
で
所
有
権
が
移
転

　
し
た
場
合

※
手
続
き
の
受
付
窓
口

は
車
両
の
種
類
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
手
続

き
の
方
法
や
必
要
書
類

等
は
、
該
当
の
場
所
へ

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

障
が
い
者
等
減
免
申

請
に
つ
い
て

　

身
体
障
が
い
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
で
、
一
定

の
条
件
に
該
当
す
る
場

車種別受付窓口一覧

合
は
、
１
人
１
台
ま
で
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

◆
新
た
に
減
免
を
受
け
よ
う
と
す

　
る
場
合
は
、
申
請
手
続
き
が
必

　

要
で
す
。

◆
障
が
い
の
等
級
等
に
よ
り
、
該

　
当
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。

◆
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
た
め

　
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
が
、
生

　

計
同
一の
ご
家
族
の
所
有
の
場

　

合
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が

　

18
歳
未
満
か
、
知
的
ま
た
は
精

　

神
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
場
合

　
は
、
そ
の
車
が
減
免
対
象
と
な

　

り
ま
す
。

◆
普
通
車
の
減
免
を
受
け
て
い
る

　
場
合
は
軽
自
動
車
税
の
減
免

　
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
申
請
な
ど
詳
細
は
、
市
役
所
税

務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は
４
月
１
日

　

変
更
手
続
き
な
ど
は
お
早
め
に

　

市
で
は
、
複
雑
・
多
様
化
す
る

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
被
害
の
救
済

を
目
的
と
し
て
、
弁
護
士
な
ど
に

よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
悪
質
商
法
な
ど
消
費
生
活
ト

ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務
問
題
に
関
す

る
相
談
な
ど
を
、
弁
護
士
お
よ
び

市
消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
日　
時　
３
月
13
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場　
所　
飯
山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内　
容

　

悪
質
商
法
や
契
約
に
関
す
る

消
費
生
活
相
談
、
銀
行
や
消
費

者
金
融
な
ど
に
多
額
の
借
金
が
あ

り
、
い
つ
ま
で
も
返
済
が
終
わ
ら

な
い
と
い
っ
た
借
金
問
題
な
ど
。

（
消
費
生
活
相
談
・
多
重
債
務
問

題
以
外
の
ご
相
談
は
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
）

■
相
談
申
込

　
相
談
は
予
約
制
で
す
。
３
月
６

日
㈬
ま
で
に
市
役
所
市
民
環
境
課

へ
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
無
料
弁
護
士
相
談
会

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
９
２

花や植栽によるまちづくりに意欲的に取り組む

まちづくり課 まち並整備係 ☎ 62-3111 内線 243

■募集職種・募集人数　園芸指導員（臨時職員）1 名
■応募資格　市内居住の健康に働ける方（男女不問）
■任用期間　平成 25 年 4 月 1 日～ 12 月 31 日
■勤務条件　※市の規定による
　日数 ･･･ 月 18 日（平日）
　時間 ･･･ 午前 8 時 30 分～午後 3 時 30 分
　時給 ･･･1 時間当たり 900 円（通勤手当有）
■勤務内容
　・花景観育成の指導と普及啓発に関する業務
　・市管理の公園緑地等の維持管理作業等
■応募期間および提出書類
　3 月 8 日（金）までに、自筆履歴書（写真添付）
をまちづくり課まで提出してください。詳しくは書
類提出時にご説明します。

園芸指導員を募集します。

城
下
町
の
は
じ
ま
り

　

天
正
11
年
（
１
５
８
３
年
）、

織
田
信
長
が
本
能
寺
に
倒
れ
た

翌
年
、
そ
の
軍
勢
が
信
濃
国
か

ら
引
く
と
、
御
館
の
乱
終
結
後

上
杉
謙
信
の
後
を
継
ぎ
、
上
杉

家
の
家
督
を
相
続
し
て
い
た
上

杉
景
勝
の
命
に
よ
り
、
岩
井
備

中
守
信
能
が
飯
山
城
の
城
代
と

な
り
ま
し
た
。

　

岩
井
氏
は
、
飯
山
城
の
修

復
な
ど
を
行
う
か
た
わ
ら
城
下

町
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
、
上

町
・
下
町
（
現
在
の
本
町
）・

肴
町
を
設
け
、
現
代
ま
で
続
く

飯
山
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

城
下
町
が
開
町
し
た
の
は
こ
の

と
き
が
は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
お

り
、
平
成
26
年
で
飯
山
城
築
城

４
５
０
年
、
城
下
町
飯
山
開
町

は
今
年
で
ち
ょ
う
ど
４
３
０
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
慶
長
３
年
（
１
５
９

８
年
）
に
は
関
一
政
が
愛
宕
山
権

現
、
同
15
年
（
１
６
１
０
年
）
に

は
堀
直
寄
が
神
明
社
を
そ
れ
ぞ
れ

建
立
し
、
の
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
愛
宕

町
・
伊
勢
町
（
現
在
の
神
明
町
）

へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

町
の
形
成
と
と
も
に
町
屋
も
増

加
し
、
慶
安
３
年
（
１
６
５
０
年
）

に
は
１
７
７
軒
ほ
ど
で
あ
っ
た
も

の
が
、
青
山
氏
が
藩
主
で
あ
っ
た

城
下
町
飯
山 

開
町
４
３
０
年

　

飯
山
城
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
飯
山
町
。
時
代

が
移
り
人
々
の
生
活
様
式
も
大
き
く
変
わ
っ
た
現
代

で
あ
っ
て
も
、
鉤
状
に
曲
っ
た
道
や
寺
町
に
見
ら
れ

る
古
刹
の
配
置
、
こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
文

化
や
地
名
な
ど
か
ら
も
当
時
の
面
影
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

城
下
町
飯
山
の
成
り
立
ち
を
振
り
返
り
ま
す
。

正
徳
元
年
（
１
７
１
１
年
）
に
は

４
６
９
軒
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
１
８
０
０
年
代
に
は
、
新

町
、
鉄
砲
町
な
ど
が
成
立
し
、
文

化
11
年(

１
８
１
４
年)

、
市
ノ

口
や
奈
良
沢
な
ど
町
屋
に
近
い
村

部
で
も
多
く
の
増
加
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
家
屋
数
は
お
よ

そ
６
９
０
軒
に
ま
で
増
加
し
て
い

ま
す
。（﹃
飯
山
市
誌
歴
史
編
上
巻
﹄）

　

城
下
町
の
形
成
は
、
絵
図
に
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
幕
末
頃
作

成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
飯
山
城
下

町
絵
図
を
見
て
み
る
と
、「
六
軒

町｣
｢

広
小
路｣

｢

鷹
匠
町｣

な
ど

の
町
名
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
城
の
周
辺
に
は
武
家
地
、

城
下
西
側
の
上
町
、
下
町
、
肴
町
、

愛
宕
町
、
伊
勢
町
、
片
町
（
現
神

明
町
北
端
）の
道
沿
い
に
町
人
地
、

城
下
西
側
南
北
に
寺
社
が
配
置

さ
れ
て
お
り
、
武
家
・
町
人
・
寺

社
に
よ
っ
て
城
下
町
が
成
立
し
て

い
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

広小路

田　町

鷹匠町

六軒町

福寿町

上倉村
奈良澤村

飯山城下町絵図（本多時代）

農
林
課 

耕
地
林
務
係 

☎
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６

　

市
内
で
は
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
な
ど
が
多
数
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
狩
猟
免
許
を
持
た
な

い
方
が
、
市
内
で
小
型
鳥
獣(

ハ

ク
ビ
シ
ン・ア
ラ
イ
グ
マ・カ
ラ
ス・

ド
バ
ト)

の
捕
獲
許
可
を
受
け
る

場
合
は
、
飯
山
市
の
講
習
を
受
講

し
、
考
査
問
題
を
一
定
水
準
以
上

正
解
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
自
ら
の
建
物・

敷
地
等
へ
「
わ
な
」
を
設
置
し
、

有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し
よ
う
と
さ
れ

る
方
を
対
象
に「
わ
な
の
講
習
会
」

を
下
記
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

受
講
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市

役
所
農
林
課
耕
地
林
務
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
日　
時　
３
月
２
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

□
場　
所

　
市
役
所
４
階
委
員
会
室

□
受
講
料　
７
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

□
申
込
期
限　
２
月
28
日
㈭

□
申
込
先

　
市
役
所
農
林
課
耕
地
林
務
係

飯
山
市
小
型
鳥
獣
捕
獲
用
わ
な
講
習
会

今
年
は
「
小
規
模
な
工
事
や
修
繕
」
の

受
注
希
望
者
登
録
更
新
の
年
で
す
。

　

飯
山
市
が
発
注
す
る
建
設
工

事
の
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に

は
、
建
設
業
法
第
３
条
に
定
め
ら

れ
た
建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い

る
こ
と
と
許
可
行
政
庁
（
国
ま
た

は
県
）
の
経
営
事
項
審
査
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
こ

れ
ら
の
許
可
や
審
査
を
受
け
て
い

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
代
わ
り
に

「
飯
山
市
小
規
模
工
事
等
受
注
希

望
者
登
録
」
の
申
請
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
登
録
さ
れ
ま
す

と
、
平
成
25
・
26
年
度
に
市
が
発

注
す
る
小
規
模
な
工
事
や
修
繕
の

入
札
・
見
積
り
へ
の
参
加
資
格
が

得
ら
れ
ま
す
。

　

詳
細
や
申
請
用
紙
の
書
式
な

ど
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
庶
務
課

管
財
係
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
３
月
１
日
㈮
～
３
月
29
日
㈮

庶
務
課 

管
財
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
３
５
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「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
節
目
年

齢
が
変
わ
り
ま
す

　
日
本
年
金
機
構
で
は
毎
年
、
年

金
加
入
記
録
の
確
認
等
を
行
う
た

め
に
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
ハ

ガ
キ
で
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
35

歳
、
45
歳
お
よ
び
58
歳
の
年
齢
の

方
は
、
年
金
の
受
給
に
必
要
と
な

る
加
入
期
間
を
確
保
す
る
た
め
の

節
目
と
な
る
年
齢
で
あ
っ
た
り
、

年
金
の
請
求
を
間
近
に
控
え
て
い

る
年
齢
で
あ
る
た
め
、
節
目
年
齢

と
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
年

齢
の
方
に
は
封
書
で
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
金
記
録
の
整
備
に
要
す
る
期

間
が
短
縮
し
て
き
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
平
成
25
年
度
以
後
は
、
こ
の

節
目
年
齢
の
う
ち
58
歳
が
59
歳

に
変
更
さ
れ
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
概
要

○
節
目
年
齢
以
外
の
主
な
記
載

内
容

・
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間

・
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込

  

額
（
50
歳
未
満
の
方
）

・
老
齢
年
金
の
見
込
額
（
50
歳
以

  

上
の
方
）

・
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
額

・
最
近
の
月
別
状
況

○
節
目
年
齢
の
主
な
記
載
内
容

　

主
に
次
の
よ
う
な
内
容
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間

・
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込

  
額
（
35
歳
・
45
歳
の
方
）

・
老
齢
年
金
の
見
込
額
（
58
歳
の

  

方
）

・
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
額

・
こ
れ
ま
で
の
加
入
履
歴

・
厚
生
年
金
の
標
準
報
酬
月
額
と

保
険
料
納
付
額
の
月
別
状
況

・
こ
れ
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
状
況

○
節
目
年
齢
が
変
わ
る
方

　

平
成
25
年
度
中
に
59
歳
に
な

る
昭
和
29
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

30
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
は
、
平
成
24
年
度
中
の
誕
生
月

に
封
書
の
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

が
送
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平
成

25
年
中
の
誕
生
月
に
は
、
ハ
ガ
キ

の
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
平
成
26
年
度
中
に
59

歳
に
な
る
昭
和
30
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
31
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
は
、
平
成
26
年
度
中
の

誕
生
月
に
封
書
の
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

長
野
北
年
金
事
務
所
の

出
張
年
金
相
談

相
談
日　
２
月
28
日
㈭

　
　
　
　
３
月
28
日
㈭

時　
間　
午
前
10
時
～
12
時

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

場　
所　
飯
山
商
工
会
議
所

こ
く
み
ん

年　
　
金
シリーズ
370

　アルペンスキー競技の底辺拡大と技術の向上はもとより、
飯山市のスキー人口拡大や市民の体力づくりなどを目的に、
毎年恒例の 2013 飯山市民アルペンスキー大会が 2 月 3 日、
戸狩温泉スキー場で開催され、6 歳の園児から 61 歳のベテ
ランスキーヤーまでの市民 73 人がジャイアントスラローム

（大回転競技）に挑みました。
　この大会は、飯山体育協会主催で毎年開催されているも
ので、当日は時折雪の舞う天候ではありましたが、小さな

子どもから大人ま
で、 さ す が 飯 山
市民といえる見事
な滑りを披露し、
コース脇やゴール
付近では、大きな
声援が上がってい
ました。

市民 73 人が見事な滑り
 飯山市民アルペンスキー大会開催

2 月 3 日　戸狩温泉スキー場 通 信

月
刊

通 信

　県の森林・林業の振興に貢献し、優れた実績をあげられ
た方、優秀な作品を制作された方を表彰する「平成 24 年長
野県ふるさとの森林づくり賞・林業関係ポスター等コンクー
ル」表彰式が 1 月 11 日、長野県庁で行われ、ふるさとの
森林づくり賞「長野県森林づくり県民税活用の部」で山口
ふるさとづくり委員会（岸田幸男会長）が長野県森林組合
連合会長賞を受賞し、林業関係ポスター等コンクール「野
鳥巣箱制作の部」では秋津小学校の市ノ瀬梨奈さん（6 年）
が知事賞、上野桂輔さん（3 年）が長野県緑の基金理事長
賞をそれぞれ受賞しました。

　山口むらおこし委員会は、
10 年以上にわたり地域振興活
動を行い、「飯山市協働のも
りづくり交付金」を活用して、
山口城址周辺の枯損木などを
整理、桜の植樹などを地域の
子どもたちと行った活動が評

価されたもので、1 月 11 日の市役所での受賞報告では、山
を活用したキノコ栽培や山口城周辺の整備、子ども達の自
然学習としての活用などが話されました。
　また 2 月 4 日には、秋津小学校児童２名が三井秋津小学
校長、コミュニティースクール指導者などとともに受賞の
報告に市役所を訪れ、巣箱制作で苦労したところや受賞し
たときの気持ちを発表しました。
　今回制作した小鳥の巣箱は、保護者や地域の皆さんの協
力で運営されるコミュニティースクールなどで制作された
もので、飯山
の豊かな自然
を活かし、地
域ぐるみで教
育を行う先進
的な事例とし
ても注目され
ます。

長野県ふるさとの森林づくり賞・林業関係ポスター等コンクール
 山口むらおこし委員会、秋津小児童 2 名が受賞

1 月 11 日、2 月 4 日　飯山市役所

みゆき野みゆき野みゆき野みゆき野みゆき野みゆき野
広域情報 みゆき野みゆき野みゆき野
広域情報 かわら版みゆき野馬曲温泉 開湯 30 周年記念

 温泉に入って特産品をもらおう！
　野天風呂からの眺望が人気の馬曲温泉は、おかげさまで開湯 30 周年を迎え
ました。そこで日頃の感謝をこめて、温泉入湯者の中から毎月抽選で５名様
に木島平村の特産品をプレゼントします。この冬は温泉に入って心も体もリフ
レッシュして村特産品をゲットしてください。
　■応募期間　毎月１日～月末まで（３月 31 日で終了）
　■応募方法　食事処 鞍掛の茶屋にある応募用紙で応募してください。
　■問い合わせ　馬曲温泉　電話 (82)4028

施設名（地区名）  測定日 天候 測定
区分 測定値

飯 山 市 役 所（飯山） 1/16 雪 １ｍ 0.07
あ き は 保 育 園（飯山） 1/16 晴 地表 0.05
中 央 幼 稚 園（飯山） 1/16 晴 地表 0.05
め ぐ み 保 育 園（飯山） 1/16 晴 地表 0.07
し ろ や ま 保 育 園（飯山） 1/16 晴 地表 0.04
秋 津 保 育 園（秋津） 1/16 晴 地表 0.05
木 島 保 育 園（木島） 1/16 晴 地表 0.05
瑞 穂 保 育 園（瑞穂） 1/16 晴 地表 0.05
いずみだい保育園（柳原） 1/16 晴 地表 0.06
常 盤 保 育 園（常盤） 1/16 晴 地表 0.05
と が り 保 育 園（太田） 1/16 晴 地表 0.07
し ら か ば 保 育 園（岡山） 1/16 晴 地表 0.06
飯 山 小 学 校（飯山） 1/16 晴 地表 0.09
秋 津 小 学 校（秋津） 1/16 晴 地表 0.06
木 島 小 学 校（木島） 1/16 晴 地表 0.07
東 小 学 校（瑞穂） 1/16 晴 地表 0.07
泉 台 小 学 校（柳原） 1/16 晴 地表 0.06
常 盤 小 学 校（常盤） 1/16 晴 地表 0.07
戸 狩 小 学 校（太田） 1/16 晴 地表 0.06
岡 山 小 学 校（岡山） 1/16 晴 地表 0.06

　〃 晴 １ｍ 0.08
城 南 中 学 校（飯山） 1/16 晴 地表 0.07
城 北 中 学 校（常盤） 1/16 晴 地表 0.06

　1 月中の市内空間放射線量測定値を公表します。
測定の結果、健康に影響を与えるおそれのある数値

（0.19 μ Sv/h）は測定されておりません。
（月内に複数回測定する場所は最新の測定値です）

市内空間放射線量測定値
市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191･192

冬の灯明夜まつり開催！！
　雪面に揺れる灯明と雪上花火、松明滑走など幻想的な光の
世界。「冬の灯明夜まつり」で、昼間とは違う夜のスキー場を
お楽しみください。会場には野沢温泉スキー場のマスコット
キャラクター ｢ナスキー｣ も登場予定！多くの皆さんのご来
場をお待ちしています。
　■開催日時　３月２日（土）夜 7 時 30 分～
　■開催場所　野沢温泉スキー場　日影ゲレンデ

第 21 回
さかえ雪ん子まつり開催！

　豪雪地帯栄村の冬を盛
り上げる「さかえ雪ん子
まつり」が開催されます。
　地元の人たちの自慢料
理が並ぶ露店市や豪華景
品が揃う大抽選会、ス
テージでは勇壮な榮太鼓
など様々なパフォーマン
スが予定され、信州プロ
レスなど楽しいイベント
盛りだくさん。もちろん
メインイベント『雪上花
火』も打ち上げます！「さ
かえ雪ん子まつり」へぜ
ひお越しください。

　■日　時　3 月 16 日（土）午後 3 時から
　■会　場　さかえ倶楽部スキー場　
　【問合せ先】栄村観光協会　☎ 87-3333

野　沢
温泉村

みゆき野みゆき野木 島
平 村

カラオケ in いいやま湯滝温泉

 歌って笑って、のど自慢
3.16 ㊏ 12:30 集合　いいやま湯滝温泉 特設会場

■参 加 費　1,000 円（応援者：大人 500 円、小人 250 円）
■参加資格　高校生以上
■申込締切　3 月 8 日（金）
■申 込 先　いいやま湯滝温泉　☎ 65-3454
　詳しくはいいやま湯滝温泉までお問い合わせください。

参加者募集

 栄
　  村


